放射線の影響をどのように考えるか
　大震災に伴う福島第一原子力発電所により、各地の放射線能量が平常時よりも増加している状況があり、被災者のみならず、災害支援に行こうとしている人、また関東地方を始めとした地域の住民にとって、大きな不安材料となっています。
　そこで、どの程度の放射線被曝は、どの程度の健康影響が懸念されるかを、高速道路での交通事故のリスクや、タバコの健康影響と比較して理解できるようにまとめてみました。

	　　　毎日100kmを高速道路で走る場合の交通事故のリスク
　　　　＝ 空間線量36マイクロシーベルト／時の場所で暮らすリスク
　　　タバコ20本／日吸って暮らすリスク

　　　　＝ 空間線量28マイクロシーベルト／時の場所で暮らすリスク
　　　タバコ20本／日吸う配偶者と一緒に暮らすリスク

　　　　＝ 空間線量7マイクロシーベルト／時の場所で暮らすリスク



計算根拠
　ミシガン大学の推計　http://www.umich.edu/~radinfo/introduction/risk.htm　によると、4400マイクロシーベルトの放射線被曝は、高速道路を5120 km 走るのと、ほぼ同等の健康影響であるとしています。毎日、100km高速道路を走るとその交通事故のリスクは、3.6マイクロシーベルト／時と同等ということになります。
（ただし、高速道路での交通事故のデータはアメリカでのデータですので、日本では若干異なる数字になると考えられます）
　また、同様にミシガン大学の推計では、4400マイクロシーベルトの放射線被曝は、タバコを1300本吸うのと、ほぼ同等の健康影響であるとしています。このことから、タバコ20本は、67.7マイクロシーベルトに相当します。１時間あたりに換算すると2.8マイクロシーベルト／時になります。

　日本での平山の1980年代までの研究によると、喫煙男性の肺癌のリスクは、非喫煙者の4.45倍、夫が毎日20本以上吸う場合の妻のリスクは1.91倍であることから、受動喫煙のリスクは喫煙者の約１／４とみなしました。

（ただし、当時は受動喫煙への配慮が少なかったため、最近の受動喫煙のリスクはもっと少ないと考えられます。例えば、夫が家庭では一切吸わない場合などは、妻のリスクはゼロではないものの、かなり低いと考えられます。）
　ミシガン大学の推計での放射線被曝量は、人体に吸収される量で計算されていると考えられます。室内で寝泊まりしている生活で、花粉症対策のように外出する際には上着を着て帽子をかぶりマスクをし、また帰宅時や食事の前には手洗いをして、さらに雨の日は傘をさして濡れないようにし、就寝前には着替えや入浴をしていれば、吸収される放射線量は、大気中の空間の放射線量よりかなり低いと考えられます。別途計算を行ったところ、概ね1/10程度と推計されました。
＜その他の参考資料＞

放射線医学総合研究所　島田義也「日頃の生活習慣（ライフスタイル）と発がん」

http://www.nsc.go.jp/anzen/sonota/touron/08.pdf
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